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平
成
27
年
12
月
定
例
会
は
、
12
月
１
日
に
開
会
し
、
18
日
間
の

会
期
で
行
い
ま
し
た
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
施
行
に
伴
う
条
例
の
制
定
や
、
平
成
27
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
、
12
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
選
挙
管
理
委
員
と
そ
の
補
充
員
の
選
挙
を
行
い
、
そ
れ

ぞ
れ
４
人
を
選
出
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
11
月
24
日
に
は
臨
時
会
を
開
会
し
、
天
井
吹
付
材
が
落

下
し
た
西
小
学
校
体
育
館
の
屋
根
改
修
工
事
費
１
９
２
２
万
４
千

円
な
ど
、
補
正
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

11 月臨時会
　　・
12 月定例会

18
歳
選
挙
権
は
参
院
選
か
ら

主
な
条
例
制
定
・
改
正

主
な
補
正
予
算

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
ス
タ
ー
ト

▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
に
基
づ
く
個
人
番
号
利
用
に
関
す
る
条
例
の

　

制
定

　

町
が
、
個
人
番
号
を
利
用
す
る
範
囲
な
ど
を
、
新
た
に
条
例
で

定
め
る
も
の
で
す
。

▼
ち
び
っ
こ
広
場
設
置
条
例
の
一
部
改
正

　

西
條
高
場
地
区
に
新
た
に
ち
び
っ
こ
広
場
を
設
け
、
３
月
１
日

か
ら
使
え
る
よ
う
に
し
ま
す
。

▼
シ
ス
テ
ム
改
修
な
ど
の
業
務
委
託
料　
　
　

１
９
４
万
４
千
円

　

今
年
の
参
議
院
選
挙
か
ら
18
歳
選
挙
権
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に

伴
い
、
有
権
者
の
名
簿
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

▼
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
の
天
井
調
査
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
２
６
万
８
千
円

▼
公
民
館
の
天
井
調
査
委
託
料　
　
　
　
　
　
　

５
９
万
４
千
円

▼
障
害
児
通
所
支
援
給
付
費　
　
　
　
　
　

１
０
６
０
万
１
千
円

　

障
害
児
の
放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
人
が
増
加
し
た

た
め
で
す
。

未来を見つめて・・・

新
た
な
年
へ

狙いを定めて…消防団出初式
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本
会
議
質
疑 

＆  

委
員
会
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

ど
ん
な
改
修
か

　

西
小
体
育
館
の
屋
根

は
、
ど
う
改
修
す
る
の
か
。

　

耐
震
基
準
を
満
た

し
、
断
熱
効
果
も
考
慮
し
て
、

既
存
の
屋
根
の
上
に
、
新
た
に

屋
根
を
ふ
く
構
造
に
す
る
。

　

工
事
期
間
は

　

工
事
期
間
は
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
工
事
期
間
中
に
体
育

館
の
使
用
は
可
能
な
の
か
。

　

工
期
は
、
12
月
か
ら

３
カ
月
程
度
を
考
え
て
い
る
。

   

体
育
館
は
継
続
し
て
使
用
で

き
る
状
態
で
、
工
事
を
進
め
る

計
画
。
保
護
者
に
は
、
工
事
の

内
容
な
ど
文
書
で
周
知
す
る
。

　

な
ぜ
、
こ
の
時
期
か

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法

が
、
平
成
28
年
１
月
１
日
か
ら

施
行
さ
れ
る
。

　

こ
の
法
律
の
運
用
に
必
要
な

条
例
の
提
案
が
、
こ
の
12
月
議

会
に
な
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

　

町
が
個
人
番
号
を

使
っ
て
、
事
務
を
進
め
る
準
備

が
整
っ
た
た
め
で
あ
る
。

反
対
討
論
＝
𠮷
原
経
夫
議
員

　

こ
の
条
例
は
、
国
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
法
に
基
づ
く
、
個
人
番

号
の
利
用
に
関
す
る
も
の
で
あ

る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
は
「
わ

か
ら
な
い
」
と
、
町
民
か
ら
の

声
も
多
く
聞
く
が
、
こ
れ
は
町

の
広
報
に
も
問
題
が
あ
る
。

　

ま
た
、
な
り
す
ま
し
な
ど
の

情
報
漏
え
い
を
は
じ
め
、
多
く

の
問
題
点
が
あ
り
、
条
例
の
制

定
に
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
＝
若
山
照
洋
議
員

　

提
案
さ
れ
て
い
る
条
例
は
、

社
会
保
障
な
ど
に
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
利
用
す
る
た
め
の
も
の

で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
個
人
番
号
の
利
用

に
際
し
、
町
の
責
務
・
範
囲
な

ど
を
規
定
す
る
も
の
で
あ
り
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な

が
る
も
の
と
考
え
、賛
成
す
る
。

　

改
修
は
な
ぜ

　

大
治
小
の
特
別
支
援

教
室
が
改
修
さ
れ
る
が
、
な
ぜ

な
の
か
。

　

現
在
、「
さ
く
ら
・

あ
じ
さ
い
」
教
室
が
あ
る
。

　

来
年
度
、
肢
体
不
自
由
の
児

童
が
入
学
す
る
予
定
で
、
新
た

に
そ
の
教
室
を
増
や
す
た
め
で

あ
る
。

　

多
目
的
ト
イ
レ
の
設
置
は

　

中
学
校
に
は
、
車
椅

子
で
入
る
こ
と
の
で
き
る
多
目

的
ト
イ
レ
が
あ
る
が
、
３
小
学

校
に
は
な
い
。

　

対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

現
在
、
３
小
学
校
に

は
洋
式
ト
イ
レ
が
あ
り
、
支
援

員
が
付
き
添
う
な
ど
の
配
慮

で
、
対
応
し
て
い
く
。

　

な
ぜ
増
え
た
の
か

　

障
害
児
通
所
支
援
給　

認
知
症
対
策
に
つ
い
て

付
費
が
、
当
初
予
算
と
比
較
し

て
約
50
％
増
と
な
っ
て
い
る
。

　

な
ぜ
、大
幅
に
増
え
た
の
か
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
が
、町
内
２
カ
所
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
中
川
区
や
あ
ま
市
な

ど
、
近
隣
で
も
増
加
傾
向
に
あ

り
、
そ
の
利
用
者
が
増
え
た
た

め
で
あ
る
。

　

工
事
の
内
容
は

　

農
業
用
施
設
維
持
修

繕
工
事
の
具
体
的
な
内
容
は
。

　

畦け
い
は
ん畔

（
あ
ぜ
）
の
陥

落
部
分
や
水
門
な
ど
、
緊
急
を

要
す
る
箇
所
の
修
繕
を
行
う
も

の
で
あ
る
。

　　

原
因
は
何
か

　

医
療
費
が
、
大
幅
に

増
額
さ
れ
て
い
る
が
、
原
因
は

何
か
。　

高
額
な
治
療
費
が
必

要
と
な
る
循
環
器
系
の
入
院
な

ど
が
、
増
え
た
た
め
で
あ
る
。

　

な
ぜ  

増
額

　

介
護
給
付
費
が
、
大

幅
な
増
額
と
な
っ
て
い
る
が
、

な
ぜ
か
。

～理想的な議会を目指して～チェンジ ・ チャレンジ ・ パワーアップ！
　

昨
年
、
10
月
23
日
（
金
）
に
、
町
立
公
民
館
で

開
催
し
ま
し
た
。

　　

報
告
会
で
は
、初
め
に
９
月
議
会
の
報
告
を
し
、

そ
の
後
、
参
加
さ
れ
た
町
民
の
方
々
と
の
懇
談
会

を
行
い
ま
し
た
。 

　

懇
談
会
で
は
、
議
会
・
議
員
や
町
政
に
対
す

る
質
問
や
厳
し
い

意
見
も
あ
り
、
参

加
者
の
方
々
の
熱

気
の
あ
る
思
い
を

感
じ
る
と
と
も
に
、

身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
し
た
。

　

皆
様
か
ら
の
ご

意
見
な
ど
は
、
今

後
の
議
会
活
動
に

生
か
し
て
ま
い
り

ま
す
。 

あ
ま
市
議
会
で
調
査

　

昨
年
、
10
月
19
日
（
月
）
に
、
議
会
公
開
に
関

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
、
あ
ま
市
議
会
の

ケ
ー
ブ
ル
Ｔ
Ｖ
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
た
、
議
会
公
開

の
状
況
を
調
査
し
ま

し
た
。

　

本
町
の
議
会
へ
の

導
入
は
予
算
な
ど
の

関
係
も
あ
り
、
今
後

の
検
討
課
題
で
す
。

　

平
成
27
年
度

　
　
　

一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
（
11
月
臨
時
会
）

質
問

答
弁

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

　

平
成
27
年
度

　
　
　

一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
（
12
月
定
例
会
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
に
基
づ
く
個
人

番
号
利
用
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

介
護
保
険
制
度
の
見

直
し
が
あ
り
、
高
所
得
者
の
利

用
料
が
２
割
負
担
と
な
っ
た
た

め
、
給
付
費
が
抑
え
ら
れ
る
と

考
え
て
い
た
。

　

し
か
し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
高
齢
者
が
予
想
以
上
に

増
え
た
た
め
、
大
幅
な
増
額
と

な
っ
た
。

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

　

平
成
27
年
度

　
　

国
民
健
康
保
険

　
　
　

特
別
会
計
補
正
予
算

　

平
成
27
年
度

　
　

介
護
保
険

　
　
　

特
別
会
計
補
正
予
算

答
弁

議　　　案 賛成 反対 結果

11
月

 

臨
時
会

平成２７年度　一般会計補正予算（第４号） １１ ０ 可決

12
月  

定
例
会

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律（マイナンバー法）
に基づく個人番号の利用に関する条例の制定 １０ １ 可決

被用者年金制度の一元化等を図るための厚生年金保険法等の一部を改正する法律の施行に伴う
関係条例の整理に関する条例の制定 １０ １ 可決

町税条例の一部改正 １０ １ 可決
ちびっこ広場設置条例の一部改正 １１ ０ 可決
国民健康保険税条例及び介護保険条例の一部改正 １１ ０ 可決
平成２７年度　一般会計補正予算（第５号） １１ ０ 可決
平成２７年度　国民健康保険特別会計補正予算（第２号） １１ ０ 可決
平成２７年度　介護保険特別会計補正予算（第３号） １１ ０ 可決
平成２７年度　公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） １１ ０ 可決
公の施設の区域外設置 １１ ０ 可決
海部東部消防組合規約の変更　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※欠席１ １０ ０ 可決
町道路線の認定 １１ ０ 可決
戦争法の廃止を求める意見書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※退席１ １ ９ 否決
テロを世界から根絶するために、国際社会が一致団結して取り組むことを求める意見書 ２ ９ 否決
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大
治
会
館
２
階
に

あ
っ
た
「
歴
史
民
俗
資

料
室
」
が
、
閉
室
し
て

久
し
い
。

　
「
研
修
館
の
跡
地
に
、
歴
史
文
化
の
拠
点

と
し
て
の
施
設
を
検
討
し
た
い
」
と
の
答
弁

も
あ
っ
た
が
、
施
設
完
成
ま
で
は
別
の
場
所

で
、
今
あ
る
資
料
を
公
開
す
べ
き
だ
。

　

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
は
が
れ
た

屋
根
の
塗
装
を
直
す
こ
と
を
計
画
し
、
施
設

の
長
寿
命
化
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
長　

歴
史
民
俗
資
料
室
の

資
料
は
、
公
民
館
の
資
料
展
示

コ
ー
ナ
ー
で
、
常
設
展
示
を
し

て
い
る
。

　

２
月
に
は
、
西
公
民
館
で
も

資
料
を
展
示
す
る
準
備
を
し
て

い
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
を
含

め
、
施
設
の
長
寿
命
化
は
、
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
中

で
検
討
し
て
い
く
。

若山照洋議員

　

町
有
財
産
の
有
効
活
用
を

　有効活用する

ずばり直言！ 一 般 質 問
12 月議会の一般質問は、12 月７日に行い、６人の議員が町政をただしました。質問と答弁を要約してお知らせします。

平成２６年６月定例会

あ れ か ら ど う な っ た ！ 　過去の一般質問から、その後どうなったかを追跡取材し、

お知らせします。

平成２６年９月定例会

質問　地震の震動で開く、避難所用鍵箱の設置を。

答弁　よく調査し、導入に向けて検討したい。

質問　庄内川河川敷公園に救命用具の設置を。

答弁　庄内川を管理する中部地方整備局に話をする。

◆国土交通省の中部地方整備局によ

り、救命胴衣と浮輪が入っている「水

難救命箱」が設置された。

　また、箱の後ろには、事故防止の

注意看板も設置されている。

◆平成27年９月に八ツ屋防災コミュニティセンター、西條防災コミュ

ニティセンター、砂子東部防災ふれあいセンターの３施設に地震自動

解錠ボックスを設置した。

●地震自動解錠ボックスとは…

避難所をいち早く開設するため、震度５弱以上で自動で解錠する鍵収

納箱

　

健
康
に
も
っ
と
関
心

を
持
っ
て
も
ら
い
、
実

際
に
健
康
な
人
た
ち
が

増
え
れ
ば
医
療
費
の
削

減
、
ひ
い
て
は
保
険
税
の
軽
減
に
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
か
。

　

そ
こ
で
、
町
内
の
ち
び
っ
こ
広
場
や
公
園

に
、
健
康
遊
具
を
設
置
し
、
健
康
づ
く
り
の

一
助
と
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

町
長　

国
の
指
針
で
は
、
児
童

用
遊
具
と
の
混
在
を
避
け
る
な

ど
の
安
全
対
策
を
講
じ
る
と
さ

れ
て
い
る
。

　

安
全
対
策
が
確
保
で
き
る
場

合
に
は
、設
置
を
検
討
し
た
い
。

問　

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
の
改
善

　
　

で
、
町
民
の
参
加
者
増
を

答　

改
良
を
加
え
、
参
加
者
増

　
　

を
目
指
す

松本英隆議員

　

健
康
遊
具
の
設
置
で
健
康
づ
く
り
を

　安全対策が重要

　

　

平
成
27
年
度
か
ら

「
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
新
制
度
」
が
ス
タ
ー

ト
し
た
こ
と
に
伴
い
、

子
育
て
に
関
す
る
情
報
提
供
や
相
談
、
助
言

な
ど
を
行
う
「
利
用
者
支
援
事
業
」
の
実
施

が
、
自
治
体
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

子
育
て
世
代
に
広
く
普
及
し
て
い
る
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用
し
た
支
援
事
業
を

行
っ
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。
本
町
も
ア
プ

リ
の
活
用
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

町
長　

本
町
で
は
、
保
育
サ
ー

ビ
ス
相
談
員
を
配
置
し
て
、
子

育
て
支
援
に
努
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を

利
用
し
て
、
子
育
て
支
援
事
業

を
周
知
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
の
広
報
媒
体
を
活
用
し

た
情
報
の
周
知
方
法
も
、
検
討

し
て
い
き
た
い
。

折橋盛男議員

　

子
育
て
応
援
ア
プ
リ
の
推
進
を

　子育て支援を充実

　

名
古
屋
市
西
区
の
中

学
生
が
「
い
じ
め
」
に

よ
り
自
殺
を
し
た
こ
と

が
、
大
き
な
社
会
問
題

と
な
っ
て
い
る
。

　

本
町
の
中
学
校
と
小
学
校
か
ら
、
平
成
26

年
度
と
27
年
度
に
い
じ
め
の
報
告
は
あ
が
っ

て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
い
じ
め
に
対
す
る
調
査
は
、
ど
の

よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

教
育
長　

い
じ
め
の
報
告
は
、

平
成
26
年
度
に
小
学
校
２
件
、

中
学
校
３
件
。
平
成
27
年
度
に

は
、
小
学
校
４
件
、
中
学
校
６

件
あ
っ
た
。

　

い
じ
め
を
把
握
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
は
、
年
３
回
行
っ
て
お

り
、
そ
れ
を
も
と
に
教
育
相
談

を
実
施
し
て
い
る
。

他
に
、
２
問
あ
り
ま
し
た
。

林  哲秀議員

　教育相談を実施

　

学
校
に
お
け
る
「
い
じ
め
」
に
つ
い
て

　

認
知
症
の
疑
い
が
あ

る
場
合
、
ど
こ
で
相
談

し
、
何
科
を
受
診
し
た

ら
い
い
の
か
と
い
っ
た

声
を
耳
に
す
る
。

　

他
の
市
町
村
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

認
知
症
診
断
サ
イ
ト
に
入
る
と
、
簡
単
な

チ
ェ
ッ
ク
で
診
断
が
で
き
、
今
後
の
対
応
な

ど
が
表
示
さ
れ
る
。

　

本
町
で
も
認
知
症
チ
ェ
ッ
ク
サ
イ
ト
を
導

入
す
る
考
え
は
。

町
長　
「
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
」

を
年
度
内
に
公
表
で
き
る
よ

う
、
準
備
を
し
て
い
る
。

　

そ
の
中
に
、
認
知
症
早
期
発

見
の
目
安
に
な
る
チ
ェ
ッ
ク
表

の
掲
載
を
予
定
し
て
い
る
。

　

今
後
、
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
で

対
応
し
て
も
ら
い
た
い
の
で
、

チ
ェ
ッ
ク
サ
イ
ト
の
作
成
、
導

入
の
考
え
は
な
い
。

後藤田麻美子議員

    認知症ケアパスで対応

　

認
知
症
対
策
に
つ
い
て

　

今
年
度
中
に
は
、
大

治
町
版
「
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
」
と
「
総
合
戦
略
」

を
策
定
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

　

策
定
に
向
け
て
、
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る

の
か
。

　

ま
た
、
ど
の
よ
う
な
内
容
の
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
や
総
合
戦
略
を
策
定
す
る
予
定
な
の
か
。

𠮷原経夫議員

     順次策定中
町
長　

町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
（
骨

子
案
）
は
、
作
成
し
た
。

　

総
合
戦
略
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
な
ど
を
実
施
し
、
策
定
に
向

け
、
内
容
を
検
討
中
で
あ
る
。

問　

砂
子
地
区
に
中
学
校
を

答　

考
え
は
な
い

問　

配
食
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
を

答　

充
実
を
検
討

他
に
２
問
あ
り
ま
し
た
。

　
「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
「
総
合
戦
略
」
の
策
定
状
況
は



おおはる議会だより（4）

暫
時
休
憩

３
月
定
例
会
日
程
（
案
）

１
日
（
火
）
上
程
・
提
案
説
明

　

※
開
会
は
13
時
30
分
。

７
日
（
月
）
一
般
質
問

８
日
（
火
）
質
疑
な
ど

10
日
（
木
）
総
務
教
育

　
　
　
　
　
　

常
任
委
員
会

11
日
（
金
）
福
祉
建
設

　
　
　
　
　
　

常
任
委
員
会

　

※
右
記
の
開
会
は
い
ず
れ
も

　
　

10
時
で
す
。

18
日  （
金
）
採
決
な
ど

　

※
開
会
は
13
時
30
分
。　

　　

日
程
は
変
更
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

▼
今
年
の
干え

と支
は
「
丙

ひ
の
え
さ
る申

」

▼
こ
の
年
は
、「
果
実
が
成
熟

し
、
固
ま
っ
て
行
く
」
こ
と
を

意
味
し
ま
す
。

▼
こ
れ
は
、
陰
で
努
力
し
て
き

た
こ
と
が
、
実
を
結
ぶ
年
に
な

る
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。

▼
信
頼
さ
れ
る
議
会
づ
く
り
の

た
め
に
、
議
会
基
本
条
例
を
制

定
し
て
満
一
年
―
。

▼
干
支
の
と
お
り
、
希
望
に
満

ち
た
年
に
な
る
よ
う
、
議
会
も

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
行

き
ま
す
。

選挙管理委員会の選挙結果

　選挙管理委員
　　丹羽  幸政　　　（長牧）

　　加納  勝　　　　（鎌須賀）

　　小塚  貫幸　　　（西條）

　　吉田  己喜男　　（三本木）
　補充員
　　松木田  毅　　　（砂子）

　　宇佐美  泰江　　（花常）

　　松永  康義　　　（西條）

　　石川  義章　　　（長牧）

選挙管理委員と補充員の選挙を行い、

下記の方々を選出しました。（敬称略）

　

今
年
度
は
、
町
制
が
施
行
さ
れ
て
40
年

の
節
目
の
年
で
す
。
温
故
知
新
、
40
年
前

の
手
書
き
の
議
事
録
で
当
時
の
町
議
会
を

振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。

　　

　

投
票
率
は
80
％
超

　

４
月
１
日
に
町
と
な
っ
た
直
後
の
、
４

月
27
日
が
初
め
て
の
町
議
会
議
員
選
挙
で
し
た
。

　

過
去
の
デ
ー
タ
を
見
る
と
、
当
日
は
雨
模
様

だ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
投
票
率
は
80
％
を
超
え
て

お
り
、
選
挙
へ
の
関
心
の
高
さ
、
町
民
の
熱
意
が

う
か
が
わ
れ
ま
す
。

　

新
し
い
議
会
の
構
成
は
、
30
代
の
人
も
多
く
、

公
明
党
が
複
数
議
席
を
、
日
本
社
会
党
と
日
本
共

産
党
が
、
議
席
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。

　

議
会
も
大
き
く
変へ

ん
せ
ん遷

し
て
い
く
状
況
が
表
れ
て

い
ま
す
。

　

　

多
く
の
臨
時
会

　

町
議
会
に
な
っ
て
初
め
て
の
議
会
は
、
５
月
９

日
に
開
会
さ
れ
、
議
長
選
挙
な
ど
、
議
会
の
構
成

を
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、５
月
29
日
に
も
臨
時
会
を
開
き
、

現
在
の
南
小
学
校
の
校
舎
増
築
工
事
の
契
約

を
決
め
て
い
ま
す
。

　

当
時
、
大
治
は
名
古
屋
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン

と
し
て
、
急
激
に
人
口
が
増
え
て
い
た
こ
と

が
、
建
設
し
て
間
も
な
い
南
小
学
校
の
増
築

に
表
れ
て
い
ま
す
。（
昭
和
53
年
に
は
、
西

小
学
校
が
開
校
）

　

臨
時
会
は
初
議
会
を
除
き
、
５
・
６
・

11
・
１
月
と
４
回
も
開
か
れ
て
お
り
、
急
激

に
変
わ
る
町
や
町
民
の
ニ
ー
ズ
に
、
急
い
で

応
え
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

　　

通
告
な
し
の
一
般
質
問

　

一
般
質
問
は
、
事
前
に
質
問
の
要
旨
を
通

告
せ
ず
、
当
日
、
議
長
か
ら
「
質
問
は
あ
り

ま
せ
ん
か
」
と
、
問
わ
れ
て
か
ら
、
許
可
を

受
け
て
質
問
を
行
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

現
在
は
、
議
論
を
よ
り
深
め
る
た
め
、
一

般
質
問
は
、
事
前
に
通
告
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
議
案
の
審
査
は
、
常
任
委
員
会
で

は
な
く
、
議
員
全
員
で
構
成
す
る
全
体
特
別

委
員
会
を
設
置
し
て
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
40
年
間
、
町
政
と
と
も
に
、
議
案
の

審
査
方
法
や
一
般
質
問
の
仕
方
な
ど
、
大
き

く
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

先
人
の
歩
ん
だ
道
を
学
ぶ
な
ど
、
大
い
に

研
さ
ん
を
深
め
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
負
託
に

十
分
に
応
え
ら
れ
る
議
会
を
目
指
し
ま
す
。

40 年前の議会は…

№４２

まちかど

インタビュー

―
ロ
ボ
コ
ン
部
と
は
ど
う
い
っ

た
部
活
で
す
か

　
「
も
の
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
創
造
ア
イ

デ
ィ
ア
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
テ
ー
マ
が
変
わ
り
、
今

年
は
「
綱
引
き
」
で
、
９
本
の

綱
を
ロ
ボ
ッ
ト
で
引
き
合
う
競

技
で
す
。

―
ど
う
い
っ
た
指
導
を
さ
れ
て

い
ま
す
か

　

ま
ず
、
人
の
手
で
行
う
場
合

は
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い

か
を
考
え
さ
せ
、
そ
の
動
き
を

ロ
ボ
ッ
ト
に
さ
せ
る
に
は
、
ど

の
よ
う
な
機
構
に
す
れ
ば
よ
い

の
か
、
構
想
を
練
り
ま
す
。

　

方
向
性
が
決
ま
り
次
第
、
実

際
に
製
作
を
始
め
ま
す
が
、
初

め
か
ら
思
っ
た
と
お
り
の
動
き

が
で
き
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な

く
、
何
度
も
試
行
錯
誤
し
、
改

良
を
加
え
ま
す
。

　

時
に
は
、
方
向
性
を
全
く
変

え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
き
も

あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
も
重
要
な

製
作
の
過
程
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
壊
れ
や
す
い
複
雑
な

機
構
で
は
な
く
、
で
き
る
だ
け

シ
ン
プ
ル
で
頑
丈
な
ロ
ボ
ッ
ト

の
製
作
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　

当
然
で
す
が
、
ロ
ボ
ッ
ト
の

完
成
が
終
了
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ロ
ボ
ッ
ト
を
使
い
こ
な
す

た
め
に
、
操
縦
の
練
習
を
十
分

さ
せ
て
い
ま
す
。

―
部
活
内
で
の
雰
囲
気
は

　

各
チ
ー
ム
同
じ
教
室
で
作

業
、
製
作
を
し
て
い
る
の
で
、

２
年
生
の
作
業
を
１
年
生
が
間

近
に
見
る
こ
と
が
で
き
、
技
術

や
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
を
受
け
継
い

で
い
け
ま
す
。

　

ド
リ
ル
や
ハ
ン
ダ
付
け
な

ど
、
危
険
な
作
業
で
困
っ
た
と

き
に
は
、
声
を
掛
け
合
う
雰
囲

気
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

―
今
後
の
目
標
や
展
開
は

　

お
か
げ
さ
ま
で
、
こ
こ
数
年

愛
知
県
大
会
で
は
優
勝
す
る
こ

　

今
回
は
、
大
治
中
学
校
ロ
ボ

コ
ン
部
の
顧
問
と
し
て
頑
張
っ

て
お
ら
れ
る
矢
田
晃あ

き
ひ
と仁

先
生

（
主
）・
寺
田
智さ

と
こ子

先
生（
副
）に
、

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

と
が
で
き
て
い
ま
す
。
今
後
も

６
連
覇
、
７
連
覇
を
目
指
し
て

活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
最
近
は
東
海
北
陸

大
会
で
は
予
選
リ
ー
グ
を
突
破

で
き
て
も
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
で
勝
ち
き
れ
な
い
の
が
現
状

で
す
。

　

常
に
よ
り
効
率
的
に
動
作
す

る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
考

え
、
よ
り
よ
い
ロ
ボ
ッ
ト
の
製

作
を
心
掛
け
、
全
国
大
会
の
常

連
校
に
な
れ
る
よ
う
活
動
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

暖
か
い
目
を
持
ち
な
が
ら
も

飽
く
な
き
挑
戦
に
つ
い
て
、
熱

く
語
る
先
生
方
。

　

こ
れ
か
ら
の
ご
活
躍
を
心
よ

り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

※
ロ
ボ
コ
ン
部
の
チ
ー
ム
『
Ｋ

Ｋ
Ｋ
（
ト
リ
プ
ル
ケ
ー
）』
は
、

東
海
北
陸
大
会
で
、
４
位
に
入

賞
し
、
全
国
大
会
に
出
場
し
ま

し
た
。

　

全
国
大
会
で
は
、
ベ
ス
ト
８

と
健
闘
し
、
教
材
振
興
協
会
会

長
賞
も
受
賞
し
ま
し
た
。

　

手書きの議事録町制施行記念パレード

Ｓ 50 年 Ｈ 27 年

人　口
約

17,000 人

約

31,000 人  

投票率 約 84％ 約 40％※

議　員

定　数
１８人 １２人

議　会

だより
なし あり

※Ｈ 27 改選時は無投票のため、
Ｈ 23 の投票率


